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「
都
よ
り
か
へ
り
く
る
ま
の
里
人
は
、

ひ・

・

・

と
ね
が
は
を
ば
渡
ら
ざ
ら
な
む
」（
夫

木
和
歌
抄
）
今
の
利
根
川
の
流
れ
に
対

し
、
元
の
流
れ
す
な
わ
ち
、
今
の
広
瀬
川

を
「
比・

・

・

刀
祢
川
」
と
い
っ
た
。
こ
の
流
れ

は
前
橋
文
化
の
源
流
と
も
い
え
よ
う
。
い

よ
い
よ
の
発
展
を
願
い
名
付
け
る
。

（
昭
和
57
年
３
月
１
日
発
行
「
比
刀
祢
」

創
刊
号
よ
り
）

「
比
刀
祢
」の
い
わ
れ�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
69
号
）

令
和
５
年
４
月
15
日　

印
刷

令
和
５
年
５
月
１
日　

発
行

発
行　

前

橋

市

文

化

協

会

編
集　

会
報（
比
刀
祢
）編
集
委
員
会

　
　

前
橋
市
南
町
３

│

62

│

１

　

（
昌
賢
学
園
ま
え
ば
し
ホ
ー
ル
内
）

　
　

電
話
０
２
７
│
２
８
９
│
６
５
２
１

印
刷　

朝
日
印
刷
工
業
株
式
会
社

編

集

後

記

　

コ
ロ
ナ
感
染
症
流
行
の
中
、
様
々
な

対
策
を
行
い
な
が
ら
支
部
や
部
会
活
動

を
実
施
。
ま
た
、
延
期
し
て
い
た
当
協

会
創
立
40
周
年
記
念
事
業
も
開
催
。
そ

ん
な
中
で
の
比
刀
祢
69
号
で
す
が
、
創

刊
か
ら
の
「
部
会
・
支
部
だ
よ
り
」
を

「
支
部
活
動
報
告
」
と
し
内
容
に
変
化

を
持
た
せ
、
掲
載
写
真
は
総
て
カ
ラ
ー

と
し
ま
し
た
。

�

田
中
寿
々
夢　

会
報
（
比
刀
祢
）
編
集
委
員

委
員
長　
　

三
村
悦
子

副
委
員
長　

今
井　

妙

委　

員　
　

工
藤
弘
子　

田
中
寿
々
夢

粕川支部　

　ハイレンリンガーズ	 代表者　平澤ひろみ（Ｒ４．５～）

　芙紗華会	 代表者　猪熊佳奈子（Ｒ４．７～）

新入会員紹介　～令和４年度加入～

ひ　
　
　

と　
　
　

ね

※群馬県文化奨励賞　

　　吉澤　信明　（歴史部会）

※前橋市社会教育活動功労者表彰

　　阿佐美菊男　（八木節部会）　　宇田理由美　（華道部会）　　岡田　正子　（短歌部会）

　　小林　淳美　（富士見支部）　　山口　幹雄　（美術部会）

※前橋市市制施行130周年記念功労者表彰

　　佐藤　利一　（映像部会）　　田中寿々夢　（川柳部会）　　西川扇富珠　（日本舞踊部会）　　

　　前橋市文化協会　（会長　清水和夫）

お　知　ら　せ
　このたび下記の方々が栄誉を受けました。ここに紹介しお祝い申し上げます。今後、益々のご活躍を祈念いたします。
（敬称略・50音順）

比
刀
祢

　

こ
の
作
品
は
、「
天
・
地
・
人
」
の
考
え

方
で
構
成
さ
れ
た
、
い
け
ば
な
の
「
生せ
い

花か

」
様
式
で
す
。
３
個
の
花
器
を
使
い
、

３
つ
の
作
品
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
、
そ
れ

ぞ
れ
違
っ
た
花
型
で
制
作
し
、
最
後
に
１

つ
の
作
品
と
し
て
完
成
し
ま
す
。材
料
は
、

赤
つ
る
・
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
・
ア
ル
ス
ト
ロ

メ
リ
ア
・
カ
ン
ガ
ル
ー
ポ
ー
で
す
。

�

宇
田
理
由
美　
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前
橋
市
は
、
今
年
度
、
市
制

制
定
１
３
０
周
年
を
迎
え
、
記

念
式
典
や
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
前
橋
市
文

化
協
会
は
、「
市
民
芸
術
文
化
祭
」

や
「
ま
え
ば
し
和
の
文
化
の
集

い
」
に
お
け
る
各
部
会
の
舞
台

発
表
や
展
示
な
ど

の
催
し
も
の
を
市

制
制
定
１
３
０
周

年
の
協
賛
事
業
と

し
て
開
催
し
て
い

ま
す
。
こ
の
度
、

文
化
協
会
は
、
こ

う
し
た
長
年
に
わ

た
る
前
橋
市
の
芸

術
文
化
の
振
興
・

発
展
に
寄
与
し
て

来
た
取
り
組
み
が

認
め
ら
れ
、
市
制
制
定
１
３
０

周
年
記
念
式
典
に
お
い
て
文
化

功
労
団
体
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　

創
立
40
周
年
を
迎
え
た
令
和

４
年
度
の
文
化
協
会
主
催
事
業

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対
応
を

十
分
に
実
施
し
な
が
ら
順
調
に

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。「
前
橋

市
文
化
協
会
創
立
40
周
年
記
念

の
つ
ど
い
」
も
令
和
５
年
３
月

25
日（
土
）~
３
月
27
日（
月
）の

日
程
で
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん

の
参
加
を
募
り
、
実
施
い
た
し

ま
す
。

　

前
橋
市
文
化
協
会
の
活
動
は
、

令
和
２
年
か
ら
３
年
に
か
け
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
へ

の
対
応
の
た
め
多
く
の
活
動
や

展
示
、
舞
台
発
表
の
場
が
失
わ

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
会
員
の

芸
術
文
化
へ
の
熱
い
思
い
や
姿

勢
は
揺
る
ぎ
な
い
も
の
で
し
た
。

ま
た
、
各
部
会
の
発
表
を
楽
し

み
に
鑑
賞
す
る
市
民
の
皆
さ
ん

の
芸
術
文
化
に
対
す
る
温
か
い

支
援
の
心
は
少
し
も
変
わ
っ
て

は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

私
は
、
文
化
協
会
の
各
部
会

の
催
し
も
の
に
参
加
し
、
多
く

の
会
員
や
市
民
の
皆
さ
ん
方
の

交
流
の
場
が
和
や
か
で
明
る
い

も
の
だ
っ
た
こ
と
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
、
運
営
に
携
わ
る
者

と
し
て
、
喜
び
と
安
堵
の
念
を

も
つ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

前
橋
市
は
こ
う
し
た
状
況
を

深
く
配
慮
し
、「
前
橋
市
文
化
協

会
文
化
芸
術
活
動
支
援
事
業
」

を
実
施
し
、
前
橋
市
文
化
協
会

の
会
員（
団
体
）に
対
し
て
給
付

金
の
支
給
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
支
援
事
業
は
文
化
国
際

課
が
窓
口
と
な
り
、
市
当
局
が

企
画
し
、
前
橋
市
議
会
の
賛
同

を
得
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
各

団
体
は
、
こ
の
支
援
事
業
に
よ

り
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
活
動
が

沈
滞
し
た
り
会
員
の
退
会
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
り
し
て
い
た
状

況
を
乗
り
越
え
、
活
況
を
呼
び

込
む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ

の
会
誌
を
お
借
り
し
、
芸
術
文

化
に
対
す
る
市
当
局
や
市
議
会
、

文
化
協
会
の
活
動
に
協
賛
す
る

多
く
の
方
々
の
温
か
い
支
援
に

対
し
て
、
改
め
て

心
か
ら
の
感
謝
と

御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

前
橋
市
文
化
協

会
は
、
創
立
40
周

年
を
迎
え
、
今
後

と
も
「
前
橋
市
の

文
化
を
つ
な
ぎ
・

広
め
・
深
め
る
」

こ
と
を
テ
ー
マ
に

活
動
し
、
芸
術
文

化
に
親
し
む
こ
と
の
楽
し
さ
や

人
と
人
と
の
交
流
の
大
切
さ
を

年
代
を
超
え
て
多
く
の
市
民
の

皆
様
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
努
力

を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。 

前
橋
市
の
芸
術
文
化
を
つ
な
ぎ
・
広
げ
・
深
め
る

前
橋
市
文
化
協
会　

会
長　
　

清
水
　
和
夫
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式
典
・
舞
台
部
門

前橋市文化協会　創立40周年記念のつどい

す
べ
て
の
舞
台
に
ブ
ラ
ボ
ー
！

舞
台
部
門
責
任
者
　
阿
部　

淑
美

　

前
橋
市
文
化
協
会
創
立
40
周

年
記
念
の
つ
ど
い
が
満
開
の
桜

の
も
と
３
月
25
日
、
26
日
の
２

日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し

た
。「
今
こ
そ
つ
な
ぎ
広
げ
深

め
よ
う　

前
橋
文
化
の
輪
！
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
舞
台

部
門
は
、
25
日
に
８
部
門
の
演

目
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
３
年
間
は
仲
間

と
集
う
こ
と
も
ま
ま
な
ら
ず
心

豊
か
で
生
き
甲
斐
の
あ
る
日
常

は
一
変
し
じ
っ
と
耐
え
る
日
々

で
し
た
。
未
曾
有
の
事
態
を
乗

り
切
り
待
ち
望
ん
だ
本
番
は
出

演
者
の
思
い
の
丈
を
乗
せ
て
華

や
か
に
緞
帳
が
上
が
り
ま
し
た
。

鍛
錬
さ
れ
た
美
し
さ
の
競
演
・

南
国
へ
と
い
ざ
な
う
心
地
よ
い

響
き
・
郷
土
文
化
を
愛
す
る
和

の
融
合
・
心
豊
か
に
人
生
を
楽

し
む
幸
せ
の
輪
・
静
寂
の
中
に

凜
と
し
た
居
合
い
の
空
間
・
精

神
の
積
み
重
ね
の
舞
い
に
心
和

む
・
躍
動
感
溢
れ
る
和
太
鼓
の

迫
力
、
次
の
世
代
へ
と
つ
な
げ

る
期
待
の
星
・
酒
樽
、
鉦
、
笛
、

口
説
節
に
心
が
弾
む
、
継
続

の
力
は
郷
土
の
宝
。
力
を
合

わ
せ
た
熱
演
は
観
客
を
魅

了
し
、
出
演
者
は
達
成
感
と

喜
び
を
共
有
し
幕
を
下
ろ

し
ま
し
た
。
今
回
の
舞
台
で

得
た
喜
び
と
感
動
は
、
改
め

て
先
人
の
偉
業
を
継
承
し
、

前
橋
の
文
化
の
輪
を
守
り
、

次
世
代
へ
の
伝
承
の
誓
い

と
な
り
、
更
に
前
へ
と
歩
み

は
じ
め
ま
し
た
。

〜今こそつなぎ広げ深めよう　前橋文化の輪！〜〜今こそつなぎ広げ深めよう　前橋文化の輪！〜


